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トップエスイー
～サイエンスによる知的ものづくり教育プログラム～

IoT/AIコース 修了制作

スマートエスイー：スマートシステム＆サービスおよびDX推進を担う人材の産学連携育成

生成AIを活用した空気圧装置の故障予測

名前 星野 晴輝

検証概要

精度評価

開発における問題点 手法・ツールの適用による解決

・日本の総消費電力中10％は製造業向け空気
圧縮機が使用している。
・そのうち10％～20％はエネルギー漏れによって無
駄に消費されている。
・市場では、エネルギー漏れを自動で通知してくれる
システムはなく、現状、属人化された職人技によっ
て対策を行っており、改善する必要がある。

・ChatGPTを用いて初学者でも迅速に現場に応じ
た自動判定システムを構築できるのか検証を行う。
・分類器などの選定などから、ChatGPTを用いてシ
ステムを構築し正確率を検証する。
・結果を図化し、課題を明確化させ生成プログラム
の内容を確認した。
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・テーマである初学者が短時間で現場へ投入できるシステ
ムを構築することが可能であることが確認できた。

工数：３日間/１人

データ取得

分類器候補

データ前処理

可視化1

センサはできるだけ小さい値を測定できるものとする

GPTには“シンプルな分類器の候補”を挙げるよう指示する

モデル学習

物理理論値
比較

２次元と３次元と両方散布図出力させる。（データ全体の把握と散布状態を把握する）

データセットの訓練/テスト割合を指定し、(f1値他）学習結果を出力するように指示する
学習後モデルを用いて識別テストができるようにする

可視化2
対象となるシリンダボア径を極力絞る

縦軸横軸の最大最小値を同じにして比較しやすい図を作成できるようにする

• 生成されたプログラムが正しく実行できなかった場合は、
PythonのエラーメッセージをGPTへインプットし、改善さ
れたプログラムを生成させるよう指示を入力して、繰り
返すことで利用可能なプログラムを生成させることがで
きる事ができた

• GPT4oでもプログラムの生成がうまくいかないことがあっ
た。この場合はカスタムGPTなどを用いる事でアプローチ
が変化し生成がうまくいくこともあった。

• 生成プログラムの内容/正確性は可視化による専門家
のノウハウにて判断されたり、理論値との比較により、
誤りの多くを修正することができる。


